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湯
楽
里
の
大
改
修
始
ま
る

３
月
中
旬
の
工
事

完
了
を
目
指
す

改修工事の安全祈願祭 (10 月 11 日 )

湯
楽
里
誕
生
か
ら
20
年

▼
ゆ
の
ま
え
温
泉　

湯
楽
里
は
、
平
成
10

年
３
月
20
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
施
設

の
目
的
は
、「
地
元
産
物
を
使
っ
た
料
理
の

提
供
」と
、「
都
市
と
農
村
の
交
流
を
通
じ
た

地
域
農
業
再
生
の
拠
点
」。
レ
ス
ト
ラ
ン
の

お
客
様
に
は
、
地
元
産
の
減
農
薬
、
無
農
薬

で
栽
培
し
た
農
産
物
を
使
っ
た
薬
膳
な
ど
の

健
康
料
理
を
提
供
す
る
と
し
て
、
総
工
費

13
億
３
０
０
０
万
円（
う
ち
４
億
円
が
国
補

助
金（
農
水
省
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ビ
レ
ッ
ジ
事

業
））で
建
設
し
ま
し
た
。

▼
参
考
ま
で
に
、
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
は
、
昭

和
56
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
。施
設
の
目
的
は
、

勤
労
者
が
余
暇
を
利
用
し
て
、
家
族
づ
れ
で

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
休
養
と
健
康
増
進

を
図
る
こ
と
。
雇
用
の
促
進
・
職
業
の
安
定

な
ど
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
と
し
て
、
総
工

費
４
億
３
５
０
０
万
円
で
建
設
し
ま
し
た
。

▼
翌
年
の
昭
和
57
年
４
月
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

が
総
工
費
１
２
９
８
万
７
０
０
０
円
で
オ
ー

プ
ン
し
て
い
ま
す
。

現
状
維
持
の
改
修

▼
コ
テ
ー
ジ
、
湯
楽
里
本
館
、
合
宿
棟
、
玄

関
前
広
場
、
駐
車
場
の
全
域
に
わ
た
り
、
老

朽
化
し
た
箇
所
を
現
状
維
持
で
改
修
し
ま
す
。

▼
現
時
点
で
の
契
約
額
は
、
約
３
億
１
０
０

０
万
円
で
、
来
年
３
月
中
旬
ま
で
に
改
修
工

事
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

未
来
創
造
に
向
け
た
課
題

▼
次
期
の
施
設
改
修
に
お
い
て
も
、
本
館
や

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
側
の
老
朽
化
対
応
も
含
め

て
多
額
の
費
用
を
要
し
ま
す
。
ま
た
、
指
定

管
理
料
を
毎
年
度
１
１
０
０
万
円
、
20
年
間

続
け
た
場
合
、
町
の
持
ち
出
し
は
、
20
年
後

に
６
億
円
を
超
え
ま
す
。

▼
湯
楽
里
の
中
期
経
営
方
針
は
、
令
和
２
年

度
ま
で
の
３
カ
年
で
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
30
年
度
の
売
上
実
績
は
計
画

値
を
す
で
に
下
回
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン

当
初
か
ら
の
推
移
は
、
や
や
右
肩
下
が
り
で

す
。
現
状
維
持
の
方
針
で
は
、
湯
楽
里
の
経

営
や
町
の
財
政
は
増
々
厳
し
く
な
り
ま
す
。

給
与
体
系
や
雇
用
体
系
も
含
め
て
、
人
材
を

確
保
す
る
た
め
の
経
営
改
善
の
必
要
性
を
、

前
社
長
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
今
後
、「
施
設
の
目
的
」と「
観
光
拠
点
と

し
て
の
役
割
」を
目
指
し
、
地
域
産
業
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
湯
楽
里
の
使
命
で

す
。
新
社
長（
長
谷
町
長
）の
経
営
手
腕
が
注

目
さ
れ
ま
す
。（

補
正
予
算　

６
ペ
ー
ジ
参
照
）

湯楽里改修工事 事業費 在
(単位：千円)

補正予算 契約額

116 750 101 717

湯楽里改修工事 事業費　　R1.10.17現在

①湯楽里建築改修工事一式 116,750 101,717
Ａ：本館・コテージ・吊り橋塗装 (75,750) (64,900)

Ｂ：合宿棟・湯楽里電気棟・受水槽 (25,000) (22,297)

Ｃ：玄関前および駐車場舗装修繕 (16 000) (14 520)

①湯楽里建築改修工事 式

工事費1

内
訳

Ｃ：玄関前および駐車場舗装修繕 (16,000) (14,520)

52,000 48,070

62,700 58,630③機械室・泉源ポンプ改修工事

工事費1

②照明改修工事

95,000 82,487

2 設計・監理費 20,300 18,758

346,750 309,662

建築・電気設備・機械設備

合 　　　　　計

④空調改修工事

346,750 309,662合 計

特
集
１
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▼
町
民
の
中
に
は
、
農
業
公
社
の
再
開
を
求

め
る
声
、
解
散
し
て
別
手
法
を
求
め
る
声
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
平
成
29
年
２
月
に
中
・
長

期
経
営
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
が
、
速
や

か
に
計
画
を
見
直
し
、
町
民
に
対
し
て
方
向

性
を
示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
決
算
概
要

　

８
期
連
続
で
売
上
原
価
の
超
過
、
赤
字
経

営
が
続
い
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
ま
で
の
経
緯

▼
一
般
社
団
法
人
湯
前
町
農
業
公
社
は
、「
農

地
保
全
や
町
に
あ
る
地
域
環
境
資
源
を
次
世

代
に
継
承
す
る
役
割
」「
町
の
生
き
残
り
の
た

め
の
産
業
を
創
出
す
る
こ
と
」を
目
的
と
し

て
、
平
成
23
年
度
に
設
立
し
、
第
９
期
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。

▼
当
初
計
画
で
は
10
年
後
に
収
入
と
支
出
が

逆
転
し
、
単
年
度
で
黒
字
化
す
る
計
画
で
し

た
が
、
現
在
ま
で
黒
字
化
に
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
町
か
ら
９
０
０
０
万
円
の
出
資
金
を
受

け
入
れ
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
末
で
の
現

金
・
預
金
は
１
７
２
２
万
円
で
す
。

▼
第
９
期
は
、
農
業
公
社
の
抜
本
的
な
経
営

改
善
に
取
り
組
む
た
め
、
再
び
立
ち
止
ま
り

将
来
を
見
据
え
た
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

▼
今
後
も
過
疎
化
、
高
齢
化
が
進
み
、
担

い
手
不
足
は
加
速
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
農
業
公
社
が
地
域
に
必
要
な
存
在
と
な

れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
関
係
者
一
体
と
な
り

問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
事
業
計
画　

①
農
地
の
集
積
　

農
地
の
賃
貸
借
面
積
は
、
３
．97 

ha
の
予
定

で
す
。

②
経
営
計
画
策
定

こ
れ
ま
で
の
経
営
を
踏
ま
え
て
、
１
年
か
け

て
抜
本
的
な
計
画
変
更
に
向
け
た
協
議
を
行

い
ま
す
。

1295

農業公社の運動成果

売上高 売上原価
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ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
事
業
に
着
手

議
会
改
革
の
取
り
組
み

本
事
業
の
内
容

▼
市
町
村
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
全
国
で
導

入
が
進
ん
で
い
ま
す
。
導
入
目
的
は
、
役
場

全
体
と
議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
。
電
子
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
、
議
員
と
議
会
事
務
局
、

お
よ
び
町
長
・
教
育
長
・
課
長
な
ど
の
執
行

部
、
合
わ
せ
て
33
台
を
導
入
し
ま
す
。

▼
人
吉
球
磨
管
内
で
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
に
続

く
導
入
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
運
用
規
程
を
策
定
し
、
12
月
運
用

開
始
、
来
年
度
に
完
全
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

目
指
し
ま
す
。

期
待
す
る
効
果

①
膨
大
な
紙
資
料
、
コ
ピ
ー
使
用
料
の
経
費

抑
止
。

②
資
料
の
即
時
共
有
、
資
料
情
報
の
持
ち
運

び
な
ど
の
効
率
化
。

③
資
料
作
成
や
印
刷
な
ど
、
作
業
に
要
す
る

職
員
の
業
務
負
担
の
省
力
化
、
時
間
短
縮
。

④
そ
の
他
の
業
務
改
善
。

（
補
正
予
算　

７
ペ
ー
ジ
参
照
）

特
集
３

特
集
２

農
業
公
社
の
厳
し
い
経
営

本
年
度
も
立
ち
止
ま
り
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ふ
る
さ
と
納
税
４
つ

の
課
題

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

▼
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
は
、
若
者

住
宅
、
分
館
へ
の
血
圧
計
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
外
灯
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
空
き
家
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
へ
の
財
源
に
充

当
し
活
用
し
ま
し
た
。

▼
総
合
計
画（
後
期
）の
令
和
２
年

度
目
標
２
０
０
０
万
円
は
、
既
に

達
成
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
目
標

を
定
め
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
課
題

〇
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
品
確
保

〇
担
当
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足

▼
返
礼
割
合
が
法
律
で
３
割
以
下

基
金
の
活
用

人
材
育
成
基
金
と

ふ
る
さ
と
創
生
基
金

▼
地
方
創
生
の
当
初
か
ら
、
積
極

的
な
人
材
投
資
と
設
備
投
資
を
提

案
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ま

だ
に
２
つ
の
基
金
を
活
用
で
き
て

い
ま
せ
ん
。

まんが美術館事業の収支（事業費・観覧料）

1,600
1,400
1,200
1,000

800
600
400
200

0
H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

事業費(万円) 観覧料(万円)

過去最高の観覧者数を記録したトリックアート展

に
規
制
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

本
年
度
の
本
町
寄
附
額
は
大
き
く

落
ち
込
み
ま
し
た
。

▼
現
状
は
担
当
者
が
通
常
業
務
と

兼
任
し
て
お
り
、
お
礼
品
の
開
拓

が
手
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
追
加
募
集
な
ど

人
的
配
置
を
拡
大
し
な
い
と
厳
し

い
状
況
で
す
。

民
間
活
力
の
町
支
援

　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
は
、
も
と

も
と
総
務
省
に
よ
る
行
政
主
導
の

政
策
で
す
。
し
か
し
現
場
の
声
を

聞
き
な
が
ら
民
間
活
力
を
支
援
し

て
い
か
な
い
と
、
本
町
に
お
け
る

事
業
継
続
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

◎
人
材
育
成
基
金（
６
１
５
０
万
円
）

◎
ふ
る
さ
と
創
生
基
金（
３
億
１

０
３
０
万
円
）

▼
本
町
の
経
常
収
支
比
率
は
99
％

で
、
新
た
な
投
資
を
す
る
余
力
が

あ
り
ま
せ
ん
。基
金
を
活
用
し
て
、

人
・
物
・
サ
ー
ビ
ス
に
投
資
す
る

こ
と
を
、
議
会
か
ら
指
摘
し
て
い

ま
す
。
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平
成
決
算
と
令
和
予
算

本
町
の
未
来
を
創
造
す
る
重
要
な
定
例
会

９
月
定
例
会
は
、
９
日
か
ら
18
日
ま
で
10
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
５
人
の
一
般
質
問
の
後
、
補
正
予
算
、

条
例
改
正
な
ど
を
議
決
し
、
平
成
30
年
度
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
８
月
29
日
、
10
月
１
日
、
10

月
28
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本 会 議

平
成
30
年
度
決
算

美
術
館
観
覧
料

過
去
最
高
１
７
６
万
円

▼
こ
れ
ま
で
の
美
術
館
観
覧
料

（
個
人
）は
、
特
別
展
も
含
め
て
大

人
３
０
０
円
、
子
ど
も
１
０
０
円

で
す
。

▼「
湯
前
ま
ん
が
美
術
館
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」で
、

特
別
展
示
の
観
覧
料
は「
そ
の
都

度
所
要
経
費
を
勘
案
し
て
教
育
委

員
会
が
定
め
る
額
」と
さ
れ
て
い

ま
す
。

▼
美
術
館
費
１
３
０
０
万
円
に
占

め
る
利
益
率
は
約
13
％
。
事
業
費

に
占
め
る
利
益
率
は
約
22
％
で

す
。

▼
平
成
30
年
度
の
観
覧
者
数
は

８
９
６
５
人
で
過
去
最
高
の
観
覧

料（
１
７
６
万
円
）を
記
録
し
ま
し

た
が
、
事
業
自
体
は
赤
字
運
営
で

す
。
今
後
の
美
術
館
運
営
は
、
公

益
性
や
収
益
性
の
検
証
と
改
善
が

必
要
で
す
。



インターネット使用料の推移
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インターネット使用料(万円) 損益分岐点？(万円)

料金値下げ

後ろまで満席の漫画フェスタ２０１４２棟目の住宅予定地（１棟目の前）

（
８
月
号
の
再
掲
）

月２回発行している旬報

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

▼
こ
れ
ま
で
議
会
か
ら
提
案
を
続

け
て
い
る
案
件
で
す
が
、
実
行
に

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

漫
画
フ
ェ
ス
タ
の

町
民
思
考

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

補
助
金　

６
２
１
万
円

▼
漫
画
フ
ェ
ス
タ
は
、
町
外
か
ら

の
お
客
様
を
取
り
込
む
目
的
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
町
内
に
は
、「
町
民
の
た
め
の

祭
り
に
し
た
方
が
よ
い
」と
い
う

声
も
い
ま
だ
に
あ
り
ま
す
。

▼
ま
ん
が
の
町
づ
く
り
は
、
行
政

主
導
で
進
め
ず
、
町
民
の
声
を
丁

寧
に
聞
い
て
、
町
民
幸
福
度
の
観

点
か
ら
進
め
る
こ
と
を
、
議
会
か

ら
指
摘
し
て
い
ま
す
。

若
者
向
け
住
宅
の
計
画

令
和
２
年
度
以
降
の

対
応
求
め
る

▼
中
里
地
区
の
若
者
向
け
住
宅

（
２
棟
６
戸
）は
、
平
成
30
～
令
和

元
年
度
に
ふ
る
さ
と
寄
附
金
な
ど

を
活
用
し
て
建
設
。
そ
れ
以
降
の

計
画
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

▼
令
和
２
年
度
以
降
、
住
宅
建
設

や
宅
地
分
譲
を
ど
う
進
め
る
の

か
、議
会
か
ら
指
摘
し
て
い
ま
す
。

前
町
長　

計
画
は
持
っ
て
い
る
。

財
政
を
見
な
が
ら
建
設
す
る
こ
と

で
検
討
し
た
い
。

▼
６
月
定
例
会
で
、
町
長
は「
数

多
く
の
自
治
体
が
大
き
く
力
を
入

れ
始
め
て
い
る
の
で
、
も
う
少
し

力
を
入
れ
た
い
」と
答
弁
さ
れ
て

い
ま
す
。

旬
報
月
２
回
配
布
の

見
直
し
提
案

経
費
と
労
務
の
削
減

▼
広
報
と
旬
報
を
合
わ
せ
て
、
年

間
で
約
３
４
０
万
円
を
支
出
。

▼
水
上
村
は
広
報
紙
の
み
で
約

１
７
０
万
円
の
予
算
。
必
要
に
応

じ
て
回
覧
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

▼
区
長
に
よ
る
月
２
回
の
配
布
や

職
員
作
業
の
効
率
化
、
旬
報
印
刷

費
の
軽
減
な
ど
、
今
後
の
旬
報
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
よ
う
議
会
か

ら
指
摘
し
て
い
ま
す
。
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本 会 議

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
料

使
途
の
明
示
を
指
摘

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
料
収
入

は
、
１
６
２
３
万
７
１
７
０
円
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
者
は
、
平

成
30
年
度
末
に
お
い
て
３
８
７
世

帯
、
現
在
は
４
０
０
世
帯
を
超
え

て
い
ま
す
。

▼
平
成
30
年
度
か
ら
月
額
３
７
０

０
円
に
料
金
値
下
げ
を
実
施
し
ま

し
た
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ

ス
の
損
益
分
岐
点
は
、
平
成
30
年

度
で
約
１
０
０
０
万
円
。　

▼「
湯
前
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
サ
ー
ビ
ス
の
管
理
及
び
使
用
料

の
徴
収
に
関
す
る
条
例
」で
、
使

用
料
は
加
入
者
が
受
け
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
費
用
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
利
益
分
の
今
後
の
使
途(

料
金

値
下
げ
／
今
後
の
設
備
更
新
／

サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど)

を
明
示
す

る
よ
う
議
会
か
ら
指
摘
し
て
い
ま

す
。
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本 会 議

公
有
財
産
の
放
置

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
裏
の
土
地

▼
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
裏
は
、
土
地
開

発
基
金
で
平
成
８
年
に
先
行
取
得

し
た
土
地
で
す
。（
１
万
８
３
５
５

㎡
。
約
２
７
０
万
円
）

▼
登
記
後
22
年
が
経
過
。
平
成
27

年
９
月
の
定
例
会
で
普
通
財
産
化

し
て
い
ま
す
。

▼
議
会
か
ら
は
平
成
28
年
６
月
か

ら
土
地
活
用
を
指
摘
し
て
い
ま
す

が
、
い
ま
だ
に
計
画
が
示
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

▼
使
い
道
が
な
い
場
合
、
土
地
を

造
成
し
駐
車
場
な
ど
で
活
用
す
る

な
ど
、
早
急
な
対
応
を
議
会
か
ら

指
摘
し
て
い
ま
す
。

駅
周
辺
施
設
の
利
用
状
況

未
来
創
造
が
必
要

▼
湯
～
と
ぴ
あ
、
レ
ー
ル
ウ
ィ
ン

グ
の
施
設
は
、
年
間
合
計
の
利
用

料
が
約
20
万
円
、
利
用
者
数
が

８
７
８
０
人
で
し
た
。　
　

▼
町
は
、
駅
周
辺
開
発
の
初
期

コ
ス
ト
で
８
０
０
０
万
円
以
上

を
投
資
し
、
運
営
コ
ス
ト
で
約

１
４
０
０
万
円（
指
定
管
理
料

７
５
０
万
円
、
補
助
金
６
６
０
万

円
）を
支
出
し
て
い
ま
す
。

▼
公
共
施
設
の
利
用
状
況
を
総
合

的
に
検
証
し
て
、
物
件
費
や
補
助

厳
し
い
決
算
状
況

行
財
政
改
革
の
抜
本
見
直
し

▼
財
政
指
標
だ
け
を
見
る
と
、
決

算
書
の
監
査
意
見
書
の
と
お
り
問

題
な
い
と
い
う
判
断
結
果
で
す
。

▼
し
か
し
、
経
常
収
支
比
率

（
99
％
）や
類
似
団
体
と
の
比
較
な

ど
詳
細
に
み
て
い
く
と
事
態
は
深

刻
で
す
。

▼
10
年
前
と
比
べ
、
経
常
経
費
が

増
大
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

湯
楽
里
の
大
改
修
予
算

総
額
３
億
５
０
０
０
万

　

７
月
臨
時
会
で
空
調（
エ
ア
コ

ン
）改
修
工
事
９
５
０
０
万
円
を

先
行
議
決
。
そ
れ
以
外
の
予
算
を

８
月
臨
時
会
で
議
決
し
ま
し
た
。

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り
。

①
湯
楽
里
建
築
改
修
工
事　

　

１
億
１
６
７
５
万
円

②
照
明
改
修
工
事　

　

５
２
０
０
万
円

③
機
械
室・源
泉
ポ
ン
プ
改
修
工
事

　

６
２
７
０
万
円

④
空
調
改
修
工
事

　

９
５
０
０
万
円

（
特
集　

２
ペ
ー
ジ
参
照
）

土地活用が待たれる公有地

湯楽里改修を喜ぶ犬形の雲

この広いスペースをどう活かすか

費
を
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

▼
駅
周
辺
開
発
は
、
い
ま
だ
に
ビ

ジ
ョ
ン
や
構
想
が
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
先
日
行
わ
れ
た「
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
町
民
意
識
調
査
」

で
は
、
駅
周
辺
開
発
の
設
問
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
ず
は
、
町

民
の
声
を
聞
き
現
状
把
握
し
た
上

で
、
駅
周
辺
開
発
の
構
想
を
再
度

練
り
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
行
政
主
導
・
行
政
依
存
か
ら
脱

却
し
、
観
光
と
物
産
の
主
要
な
公

共
施
設
と
し
て
、
未
来
を
創
造
で

き
る
か
が
今
後
の
課
題
で
す
。

出
し
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

▼
第
６
期
の
行
財
政
改
革
で
は
、

経
常
収
支
比
率
の
令
和
３
年
度
目

標
は
90
％
で
す
。（
類
似
団
体
の
経

常
収
支
比
率
は
、
平
成
29
年
度
で

約
84
％
）

▼
町
民
１
人
あ
た
り
の
支
出
を
類

似
団
体
と
比
較
す
る
と
、
ワ
ー

ス
ト
順
位
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

１
５
１
の
類
似
団
体
の
中
で
、
扶

助
費
１
５
０
位
、
補
助
費
１
２
３

位
、
物
件
費
１
４
５
位
な
ど
、
選

択
と
集
中
で
、
経
常
経
費
を
大
幅

に
削
減
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
本
町
の
行
財
政
改
革
で
は
、
こ

の
よ
う
な
検
証
が
第
２
期
以
降
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
一
般
会
計
に
お

け
る
経
常
収
支
比
率
の
悪
化
要
因

を
的
確
に
把
握
し
、
行
財
政
改
革

を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

補
正
予
算



議　　　　案

遠
坂　

道
太

椎
葉　

弘
樹

森
山　
　

宏

黒
木　

龍
次

味
岡　
　

恭

金
子　

光
喜

高
橋　

一
雄

黒
木
喜
巳
男

山
下　
　

力

倉
本　
　

豊

審議結果
（賛成：反対）

平成30年度（一般会計・特別会計）決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（ ９ : ０ ）
令和元年度(一般会計・特別会計)補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（ ９ : ０ ）
湯前町下水道条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（ ９ : ０ ）
湯前町森林環境譲与税基金条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（ ９ : ０ ）
上記以外の議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（ ９: ０ ）

○：賛成　－：採決なし（議長は採決に加わりません）
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ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
事
業

12
月
導
入
を
目
指
す

　

９
月
本
会
議
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
や
電
子
書
籍
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な

ど
の
導
入
費
２
１
２
万
２
０
０
０

円
を
議
決
し
ま
し
た
。

〇
消
耗
品
費
18
万
９
０
０
０
円

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
保
護
カ

バ
ー
な
ど
の
購
入
費
）

〇
役
務
費
１
０
２
万
円（
タ
ブ

本 会 議

介
護
予
防
拠
点
の　

整
備
進
む

未
着
手
は
２
つ
の
地
区

４
０
６
万
５
０
０
０
円

▼
住
民
主
体
の
通
い
の
場
を
町
内

の
公
民
分
館
単
位
で
立
ち
上
げ
、

介
護
予
防
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
18
分
館
の
活
動

環
境
を
整
備
す
る
目
的
で
、
段
差

解
消
、
手
す
り
の
設
置
、
夏
場
の

活
動
も
で
き
る
よ
う
エ
ア
コ
ン
設

備
を
、
熊
本
県
介
護
基
盤
緊
急

整
備
特
別
対
策
事
業
補
助
金（
約

１
８
１
４
万
円
）を
活
用
し
て
整

備
し
ま
し
た
。

▼
今
年
度
、
馬
場
区
、
瀬
戸
口
区
、

下
染
田
区
の
３
地
区
に
対
し
て
、

町
長
車
の
購
入

長
距
離
移
動
が
多
い
公
用
車

▼
現
行
の
町
長
車
の
走
行
距
離
は

18
万
㎞
、
購
入
か
ら
10
年
目
で
修

理
費
用
も
高
額
の
た
め
、
同
じ
ク

ラ
ス
の
公
用
車（
６
６
２
万
円
）を

購
入
し
ま
す
。

▼
公
共
交
通
の
長
距
離
移
動
が
不

公
民
分
館
改
修
の
補
助
金
を
計
上

し
ま
し
た
。

▼
健
康
管
理
血
圧
計
購
入
補
助
金

２
３
０
万
円
を
17
分
館
に
支
出
し

ま
し
た
。（
上
里
１
区
、
２
区
は
血

圧
計
希
望
な
し
、
瀬
戸
口
区
は
血

圧
計
の
み
）

▼
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

各
地
区
公
民
分
館
を
中
心
に
外
出

機
会
の
創
出
、
語
り
合
い
の
場
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
、
筋
力
低

下
の
防
止
な
ど
の
相
乗
効
果
で
、

介
護
予
防
や
健
康
寿
命
の
延
伸
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。（
65
歳
以
上
の

高
齢
者
１
６
５
３
人
、
通
い
の
場

の
利
用
者
４
３
７
人
、
約
26
％
）

レ
ッ
ト
端
末
本
体
を
含
む
通
信
回

線
を
セ
ッ
ト
に
し
た
経
費
５
ケ
月

分
、
初
期
設
定
手
数
料
）

〇
委
託
料
74
万
８
０
０
０
円（
電

子
書
籍
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
初
期
導

入
経
費
）

〇
ソ
フ
ト
ラ
イ
セ
ン
ス
使
用
料

16
万
５
０
０
０
円（
５
ケ
月
分
）

（
特
集　

３
ペ
ー
ジ
参
照
）

便
な
地
方
で
は
、
公
務
で
の
長
距

離
移
動
が
必
然
的
に
多
く
な
り
ま

す
。

▼
町
長
車
は
、
移
動
時
に
使
用
す

る
仕
事
場
で
あ
り
、
動
力
性
能
と

走
行
安
定
性
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

小
中
学
校
の
屋
根
改
修

設
計
業
務
委
託
料

９
９
万
９
０
０
０
円

▼
令
和
２
年
度
以
降
に
計
画
し
て

い
る
学
校
改
修
工
事
に
要
す
る
基

本
設
計
の
委
託
料
で
す
。

▼
小
学
校
が
昭
和
59
年
に
建
設

後
、
36
年
が
経
過
。
中
学
校
が
昭

和
56
年
に
建
設
後
、
39
年
経
過
。

両
学
校
と
も
雨
漏
り
や
壁
の
劣
化

が
あ
り
、
屋
上
屋
根
な
ど
の
早
急

な
対
応
が
必
要
で
す
。

▼
湯
前
町
学
校
施
設
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
建
て
替
え
で
は
な

く
、
改
修
に
よ
る
長
寿
命
化
、
財

政
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
長
期
間

の
使
用
を
図
り
ま
す
。

雨漏り説明を受ける松村参議と長谷町長



関連質問に続き反問権を付与
議会改革を更に前進

９月定例会の一般質問は５人の議員が行いました。また『関連質問』は、遠坂、椎葉、森山、味岡、金子の５
議員が行いました。議会改革の取り組みとして、今回から『反問権』を導入しました。議員の質問・質疑レベ
ルの向上を図ります。

反問権とは？ 　 町長や職員が、議長の許可により議員の質問に対して論点・争点を明確にするため、反問すること
ができるもの。反問されることにより、議員も質問事項を十分精査した上で政策論争に臨まなけれ
ばなりません。

関連質問とは？　執行機関に対する監査機能、政策提案機能を果たすため、一般質問議員の質問後に、他の議員か
ら質問を補足するもの。一般質問を議場でひとりぼっちにしない効果的な取り組み。これは全国
的にも事例は少なく、人吉球磨管内では初めての取り組みです。

ページ 質問者（登壇順） 質　問　項　目 通算
質問回数※

9 椎葉　弘樹 ①総合計画・総合戦略の抜本見直し
②長引く補助金の適正化 12　（５）

10 遠坂　道太 ①町の道路整備計画 11　（５）

11 高橋　一雄 ①健康年齢の向上　　　②ＬＧＢＴ問題
③ＳＤＧｓ 12　（３）

12 山下　　力 ①湯前町農業再生協議会 1　（２）

13 金子　光喜 ①教育環境の整備　　②農業政策 12　（３）

味岡　　恭 ５　（５）

森山　　宏 ２　（２）

黒木喜巳男 ０　（１）

黒木　龍次 ０　（０）

倉本　　豊 ２　（０）
（議　長）

※：数字は平成 28年 11月　新体制以降の一般質問回数（全 12回）、括弧数字は平成 30年９月以降の関連質問回数（全５回）

議会傍聴は、受付で名前を書けば、どなたでも入場できます。議会傍

聴により、執行部と議員の緊張感が高まり、質疑や答弁のレベル向上

が期待できます。お誘いあわせの上、ぜひご来場ください。

議会を
傍聴しませんか
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椎葉 弘樹 議員

質
問　

総
合
計
画
や
検
証
結
果
を

町
民
と
共
有
し
て
い
く
考
え
は
。

町
長　

今
後
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
表
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

審
議
会
審
査
は
、町
長
の

任
期
中
に
最
低
１
回
は
実
施
し
、

任
期
を
町
長
在
任
に
合
わ
せ
た
方

が
よ
い
の
で
は
。

町
長　

審
議
会
審
査
は
、会
議
を

開
催
し
た
い
。
委
員
の
負
担
を
含

め
た
と
こ
ろ
で
検
討
し
た
い
。

質
問　

基
本
計
画
の
変
更
は
議
会

の
議
決
を
無
く
し
、全
員
協
議
会

で
合
意
し
、予
算
審
議
で
議
決
す

る
。
そ
の
方
向
で
議
会
と
調
整
し

て
い
く
考
え
は
。

町
長　

抜
本
的
な
改
革
提
案
を
い

録画中継

録画中継

実施計画実施計画

基本構想
（理念 ミッション ビジョン）（理念・ミッション・ビジョン）

実施計画実施計画

基本構想
（理念 ミッション ビジョン）

総合計画

（理念・ミッション・ビジョン）

基本計画
（施策）

基本計画＝まちづくり戦略
（施策）（施策）

総合戦略
H27 H31

（施策）

具体の施策と目標値H27-H31 具体の施策と目標値
まちづくりの方向性を示す

提
案

た
だ
い
た
。
そ
の
部
分
は
調
査
し

た
い
。

質
問　

総
合
戦
略
の
策
定
費
用
は

約
５
０
０
万
円
。
第
２
期
総
合
戦

略
を
令
和
３
年
度
か
ら
総
合
計
画

と
一
本
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

総
合
戦
略
と
総
合
計
画
の

一
本
化
も
可
能
と
い
う
国
の
見
解

も
示
さ
れ
て
い
る
が
、今
回
は
現

状
の
ま
ま
と
し
た
い
。

質
問　

基
本
計
画
は
町
民
が
イ

早
期
の
補
助
金

適
正
化
を

問
令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
に
役
立
て
た
い

答質
問　

商
工
会
補
助
金
な
ど
、
補

助
金
の
中
に
運
営
費
が
含
ま
れ
て

い
る
も
の
は
、
補
助
事
業
費
と
運

営
費
を
明
確
に
分
け
る
考
え
は
。

町
長　

内
容
は
、
当
初
予
算
で
分

類
す
る
と
い
う
こ
と
で
今
後
動
か

し
て
い
く
。

質
問　

効
果
が
出
て
い
な
い
補
助

金
を
廃
止
も
し
く
は
見
直
す
考
え

は
。

町
長　

各
種
団
体
へ
の
運
営
補
助

金
は
、
こ
れ
ま
で
の
既
得
権
益
の

部
分
が
相
当
加
味
さ
れ
て
き
た
。

予
算
査
定
時
に
、
そ
の
内
容
も
十

分
担
当
課
の
方
で
精
査
し
て
、
来

年
の
当
初
予
算
の
方
に
向
か
い
た

い
。

質
問　

終
期
を
設
け
る
場
合
、
何

年
く
ら
い
が
適
当
か
。

課
長　

他
町
村
の
自
治
体
は
３
年

と
い
う
終
期
設
定
が
あ
る
。
事
業

効
果
を
見
る
う
え
で
３
年
が
妥

当
。

質
問　

既
存
の
補
助
事
業
に
対
し

て
原
則
終
期
を
設
け
る
考
え
は
。

町
長　

終
期
を
設
定
す
る
方
向
で

い
き
た
い
。

質
問　

全
て
の
補
助
金
の
検
証
は

総合計画・総合戦略の抜本見直しを問

総合戦略はそのまま・
その他は前向きに対応

答

で
き
て
い
る
か
。

課
長　

今
は
十
分
な
検
証
が
で
き

て
い
な
い
。
今
後
、
詳
細
な
検
証

を
進
め
る
に
は
、
少
々
時
間
が
必

要
だ
が
、
取
り
組
み
を
し
て
い
き

た
い
。

質
問　

補
助
制
度
の
内
容
や
検
証

結
果
を
今
後
町
民
や
団
体
な
ど
に

公
表
し
て
い
く
考
え
は
。

町
長　

補
助
制
度
の
内
容
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
な
い
の
で
、
制
度

の
公
表
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

質
問　

平
成
30
年
10
月
に
町
政
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
答
申

を
受
け
て
以
降
の
検
討
状
況
は
。

課
長　

現
在
、
総
務
課
で
素
案
の

作
成
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。
提

案
事
項
、
終
期
の
設
定
、
補
助
率

の
決
め
方
な
ど
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
り
の
中
で
再
検
討
を
行
い
た

い
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
早
く
作
り

た
い
気
持
ち
は
あ
る
の
で
、
少
々

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

補
助
金
適
正
化
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
12
月
ま
で
に
策
定
す
る
考

え
は
。

町
長　

現
在
総
務
課
で
、
全
国
的

な
策
定
モ
デ
ル
の
調
査
を
行
っ
て

お
り
、
素
案
の
策
定
に
取
り
か

か
っ
た
。
で
き
る
だ
け
早
く
策
定

し
、
間
に
合
え
ば
令
和
２
年
度
の

当
初
予
算
に
役
立
て
た
い
。

メ
ー
ジ
で
き
る
具
体
施
策
を
示
す

考
え
は
。

町
長　

今
度
の
策
定
時
、担
当
課

に
指
示
を
し
な
が
ら
、分
か
り
や

す
い
表
記
で
い
き
た
い
。

質
問　

基
本
計
画
の
名
称
を
、「
町

づ
く
り
戦
略
」「
未
来
創
造
戦
略
」

な
ど
、町
民
意
識
を
高
め
る
名
称

に
変
更
し
て
は
。

町
長　

担
当
課
に
協
議
を
さ
せ
、

前
向
き
に
対
応
し
た
い
。
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遠坂 道太 議員

質
問　

歩
道
の
整
備
状
況
は
。

課
長　

平
成
17
年
度
か
ら
具
体
的

な
整
備
計
画
に
則
っ
た
と
こ
ろ
で

着
手
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
、
年

次
計
画
に
よ
り
進
め
て
い
る
。

今
後
は
、
住
民
の
安
全
対
策
と
し

て
の
歩
道
設
置
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
通
学
路
以
外
で
の
交
通
弱

者
へ
の
安
全
確
保
の
対
策
と
な
る

が
、
計
画
の
必
要
性
、
優
先
度
を

考
慮
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
年
次
計

画
に
取
り
込
む
。

質
問　

歩
道
整
備
中
の
国
道

２
１
９
号
の
現
状
と
県
道
錦
湯
前

線
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

課
長　

国
道
２
１
９
号
、
県
道
錦

湯
前
線
に
お
い
て
は
、
県
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
推
進
を
図
っ
て
い

る
。
国
道
２
１
９
号
は
地
権
者
と

の
話
を
進
め
て
い
る
途
中
。
県
道

錦
湯
前
線
は
現
地
測
量
な
ど
の
着

手
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

質
問　

町
道
の
舗
装
面
補
修
は
。

課
長　

湯
前
町
道
路
舗
装
の
個
別

計
画
を
本
年
３
月
に
策
定
し
て
い

る
。
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
交
付
要
件
と
な
る
町
道
舗
装
の

区
別
施
設
計
画
で
、
管
理
道
路
の

現
状
、
舗
装
管
理
の
基
本
方
針
な

ど
を
定
め
、
計
画
期
間
５
年
で
舗

装
事
業
を
計
上
し
て
い
る
。
平
成

31
年
３
月
策
定
で
毎
年
見
直
し
を

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

質
問　

集
落
と
集
落
を
結
ぶ
住
民

の
主
要
道
路
の
傷
み
状
況
を
把
握

し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
舗
装
な

ど
の
補
修
は
。

課
長　

道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し

て
把
握
に
努
め
て
い
る
。
住
民
の

方
か
ら
の
電
話
連
絡
は
、
そ
の
都

録画中継

舗装面がひび割れた町道

度
現
場
に
出
向
き
現
状
を
確
認

し
、
応
急
措
置
ま
た
は
舗
装
な
ど

の
補
修
と
い
う
と
こ
ろ
で
現
場
対

応
を
し
て
い
る
。

質
問　

町
道
の
危
険
性
の
あ
る
法

面
の
把
握
と
、
整
備
計
画
は
。

課
長　

平
成
25
年
度
に
、
法
面
な

ど
の
施
設
関
係
の
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。

道
路
の
法
面
整
備
計
画
は
、
総
合

計
画
、
実
施
計
画
の
中
で
計
画
に

あ
が
っ
て
い
る
路
線
も
あ
る
。
去

年
、
今
年
、
令
和
２
年
と
順
次
計

画
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い

る
。

質
問　

町
道
二
本
柿
線
の
改
良
工

事
は
。

課
長　

令
和
２
年
度
以
降
の
道
路

関
係
計
画
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

質
問　

町
道
の
道
路
環
境
整
備

は
。

課
長　

道
路
環
境
整
備
は
、
主
要

道
路
が
中
心
に
な
る
が
、
草
刈
り

の
委
託
を
毎
年
度
実
施
し
て
い

る
。

質
問　

今
後
の
町
道
整
備
計
画

を
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

町
長　

日
常
点
検
の
維
持

管
理
、
計
画
的
な
管
理
と

言
う
部
分
に
特
化
し
て
い

る
。
今
、
国
土
強
靭
化
計

画
が
国
道
交
通
省
を
中
心

に
動
い
て
い
る
。
先
般
、

区
長
会
を
開
催
し
て
、
区

に
お
い
て
の
必
要
な
道
路

改
良
な
ど
の
計
画
を
提
出
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
す
べ
て

１
年
間
で
で
き
る
こ
と
は
で
は
な

い
が
、
大
き
い
事
業
に
な
る
場
合

は
社
交
金
な
ど
の
計
画
に
も
載
せ

る
。
総
合
計
画
、
基
本
計
画
に
も

載
せ
て
動
か
し
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
必

要
な
道
路
整
備
、
改
良
舗
装
、
交

通
安
全
施
設
な
ど
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
行
く
。

関
連
質
問
　
椎
葉
議
員

膨
大
な
道
路
予
算
を
ど
の
よ
う
に

軽
減
し
て
い
く
考
え
か
。

課
長　

全
体
的
な
延
長
と
費
用

は
、
見
込
み
、
概
算
の
よ
う
に

思
っ
て
い
る
。
維
持
修
繕
費
に
お

け
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の

縮
減
を
さ
せ
る
方
向
で
取
り
組
ん

で
い
る
。
主
体
的
に
補
修
関
係
の

事
業
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
補

修
関
係
で
早
め
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
っ
て
将
来
的
な
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
の
で

町
の
道
路
整
備
計
画
は

問

必
要
な
道
路
、
改
良
舗
装
、

交
通
安
全
施
設
に
取
り
組
む

答

は
な
い
か
。

関
連
質
問
　
森
山
議
員

７
年
前
の
路
面
性
状
調
査
以
降
の

基
準
で
補
修
を
考
え
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
現
状
を
把
握
し
て
の

順
番
で
補
修
を
決
め
て
い
る
の

か
。

課
長　

本
年
度
予
算
で
舗
装
構
造

調
査
委
託
を
予
算
計
上
し
て
い

る
。
詳
し
い
道
路
内
部
構
造
な
ど

を
調
べ
る
方
法
で
あ
る
。
調
査
結

果
が
出
た
と
こ
ろ
で
具
体
的
な
整

備
の
計
画
を
立
案
し
て
い
く
。

関
連
質
問
　
味
岡
議
員

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
歩
道
計
画

は
。

課
長　

現
況
幅
員
が
狭
く
て
取
れ

な
い
と
こ
ろ
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

ン
を
設
け
た
ほ
う
が
現
実
的
に
早

く
、
安
全
度
が
現
状
よ
り
保
た
れ

る
。
整
備
方
法
は
、
今
後
検
討
し

て
、計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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高橋 一雄 議員

質
問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
エ
ス
デ
ィ

ジ
ー
ズ
）と
は
、
２
０
１
５
年
国
連

総
会
で
採
択
さ
れ
た
、
２
０
３
０

年
に
向
け
た
持
続
可
能
な
開
発
目

標
の
具
体
的
行
動
指
針
。
国
は
日

本
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
閣
議
決
定
し
て

い
る
。
こ
れ
に
先
進
的
に
取
り
組

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
問
題
に

つ
い
て

問

問

問

配
慮
が
必
要　

学
校
現
場
で
は
性
同
一
性
障

害
を
人
権
問
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

答

答

答
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

取
り
組
む
考
え
は

モ
デ
ル
事
業
な
ど
の
調
査
を
進
め
て
い
く

録画中継

録画中継

録画中継

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

補
聴
器
購
入
へ
の
補
助
を

医
療
制
度
の
中
で
国
が
取
り
組
む
べ
き

質
問　

本
町
で
は
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
取
り
組
み
を
し
て
い
る

が
、
高
齢
者
の
難
聴
は
、
認
知
症

の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。補
聴
器
は
た
い
へ
ん
高
額
だ
。

支
援
制
度
は
あ
る
の
か
。

課
長　

障
が
い
者
手
帳
や
難
病
指

定
を
受
け
た
方
に
、
補
装
具
交
付

金
事
業
が
あ
り
、
住
民
税
非
課
税

質
問　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
対
し
て
、
差

別
や
偏
見
で
は
な
く
、
人
権
擁

護
、
個
人
の
尊
厳
を
守
る
多
様
性

の
あ
る
社
会
の
実
現
が
言
わ
れ
て

い
る
。
本
町
で
も
他
人
事
で
は
な

い
。
町
長
、
教
育
長
の
考
え
は
。

町
長　

人
そ
れ
ぞ
れ
の
性
的
傾
向

や
性
自
認
に
関
し
て
配
慮
が
必
要

な
時
代
だ
と
考
え
る
。
男
女
平
等

や
人
権
擁
護
の
観
点
か
ら
も
対
応

し
た
い
。

教
育
長　

教
育
現
場
で
は
、
性
愛

の
問
題
と
性
同
一
性
障
害
と
を
分

け
て
対
応
し
て
い
る
。
性
同
一
性

障
害
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
通
達

が
出
て
お
り
、教
育
相
談
を
行
い
、

き
め
細
や
か
な
対
応
を
す
る
と
い

う
こ
と
が
浸
透
し
て
い
る
。
ま
た

熊
本
県
で
は
、
人
権
問
題
と
し
て

対
応
し
て
い
る
。

質
問　

全
国
調
査
で
は
、８
．９
％

の
人
が
自
分
を
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
認
識

し
て
い
る
。
役
場
職
員
に
差
別
や

偏
見
の
な
い
よ
う
に
研
修
し
て
い

る
の
か
。

課
長　

研
修
で
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
認
識
は
広

が
っ
て
い
る
の
で
、
職
員
も
認
識

を
も
っ
て
町
民
に
接
す
る
こ
と
は

必
要
と
考
え
る
。

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
は
発
達
の

中
途
で
あ
り
、
心
と
体
の
性
の
不

一
致
は
、
大
き
な
問
題
で
あ
り
、

慎
重
に
対
応
す
る
よ
う
に
研
修
を

受
け
て
い
る
。
学
校
の
ほ
う
か
ら

め
ば
、
本
町
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
が
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

今
回
初
め
て
知
っ
た
と
こ

ろ
で
、地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、

地
方
の
魅
力
、
強
み
を
活
か
し
つ

つ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
と
い

う
内
容
で
あ
り
、
勉
強
さ
せ
て
い

は
、
現
在
そ
う
い
う
事
例
は
な
い

が
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
そ
う
い
う

相
談
が
あ
っ
た
と
き
は
、
き
ち
ん

と
対
応
し
て
い
く
と
報
告
を
受
け

て
い
る
。

関
連
質
問
　
金
子
議
員
　

子
ど
も
た
ち
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問

題
で
の
悩
み
を
相
談
で
き
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
は
で
き
て
い
る
の

か
。

教
育
長　

い
じ
め
と
か
、
一
般
的

な
悩
み
を
聞
く
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

球
磨
教
育
事
務
所
に
３
人
配
置
さ

れ
て
い
て
、
問
題
が
出
た
時
に
要

請
す
れ
ば
、
す
ぐ
対
応
す
る
体
制

に
な
っ
て
い
る
。

世
帯
で
あ
れ
ば
、
負
担
額
は
ゼ
ロ

と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

会
話
が
聞
き
取
り
に
く
い

と
か
、
障
が
い
者
認
定
に
至
ら
な

い
高
齢
者
に
対
し
て
、
補
聴
器
購

入
の
支
援
を
求
め
た
い
。

町
長　

日
本
の
医
療
制
度
の
中
で

国
が
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
る
。

た
だ
き
た
い
。

質
問　

関
係
課
で
、
他
の
自
治
体

と
の
情
報
共
有
は
。

課
長　

国
か
ら
の
情
報
は
得
て
い

る
が
、
他
の
自
治
体
の
調
査
は
し

て
い
な
い
。

関
連
質
問
　
椎
葉
議
員
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
自
身
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な

も
の
だ
が
、
17
の
ゴ
ー
ル
を
ロ
ー

カ
ル
な
も
の
と
し
て
湯
前
版
に
落

と
し
て
み
る
考
え
は
。

課
長　

総
合
戦
略
の
中
に
重
な
る

施
策
も
あ
る
。
財
源
確
保
に
つ
な

が
る
よ
う
検
討
し
た
い
。
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質
問　

平
成
24
年
か
ら
30
年
ま
で

の
７
年
間
、
農
業
再
生
協
議
会
の

目
的（
９
項
目
）は
達
成
さ
れ
た
の

か
。

課
長　

実
態
は
経
営
所
得
安
定
対

策
の
推
進
だ
け
の
取
り
組
み
で

あ
っ
た
。
本
来
、
い
ろ
ん
な
農
業

施
策
に
関
す
る
議
論
を
行
っ
た

り
、
方
針
や
中
長
期
計
画
な
ど
を

策
定
し
た
り
し
な
が
ら
、
農
業
振

興
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
活
発
な
議
論
の
場
や
若

手
農
業
者
な
ど
に
意
見
を
聞
く
場

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
反
省
し
て
い
る
。

質
問　

歴
代
の
町
長
は
、
本
町
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
政
策
に
一

生
懸
命
取
り
組
む
と
発
言
さ
れ
て

い
る
。
実
際
は
、
７
年
間
で
残
り

８
項
目
に
使
わ
れ
な
い
補
助
金

だ
っ
た
。こ
れ
に
関
係
し
た
職
員
、

前
町
長
が
、
当
初
か
ら
補
助
金
の

使
途
を
理
解
し
て
い
れ
ば
何
ら
か

の
対
策
が
で
き
た
。
今
後
、
職
員

が
管
理
者
へ
提
言
で
き
る
よ
う
な

訓
示
も
必
要
で
は
。

町
長　

９
項
目
中
、
経
営
所
得
安

定
対
策
の
み
に
特
化
し
た
協
議
会

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
大
い
に
反
省

す
べ
き
。
執
行
部
側
の
落
ち
度
の

一
つ
。
今
後
、課
長
会
や
担
当
課
、

職
員
全
体
で
、
農
業
だ
け
で
な
く

他
の
分
野
も
含
め
て
、
十
分
協
議

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

質
問　

再
生
協
議
会
の
規
約
第
33

条
に
係
る
細
則
の
第
１
条
に
、
会

員
な
ど
の
報
酬
、
費
用
弁
償
、
謝

金
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
て
い
る
が
、
こ
の
解
釈
は
。

課
長　

再
生
協
議
会
の
決
算
書
で

は
、
転
作
確
認
の
仕
事
に
対
し
て

謝
金
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
。

労
務
的
な
要
素
が
強
い
の
で
、
報

酬
の
方
が
合
致
し
て
い
る
。

質
問　

謝
金
の
額
は
、
平
成
24
年

か
ら
29
年
ま
で
は
５
５
０
０
円
、

平
成
30
年
度
に
６
０
０
０
円
。
報

酬
条
例
だ
と
議
会
の
議
決
、
謝
金

の
場
合
は
そ
の
額
を
会
長
が
細
則

で
勝
手
に
決
め
て
い
る
。
即
見
直

す
考
え
は
。

町
長　

県
の
経
営
所
得
安
定
対
策

の
課
の
方
に
も
確
認
し
て
、
善
処

し
た
い
。

質
問　

町
長
、
副
町
長
、
総
務
課

長
、
担
当
課
は
、
平
成
24
年
か
ら

予
算
書
作
成
時
や
予
算
査
定
時

山下  力 議員

録画中継

湯
前
町
農
業
再
生
協
議
会
の

実
態
は

問

こ
れ
ま
で
７
年
間
十
分
な
取
り

組
み
が
で
き
て
い
な
か
っ
た

答

に
、
こ
の
謝
金
を
誰
一
人
、
報
酬

だ
と
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

町
長　

中
身
を
十
分
精
査
し
な

か
っ
た
点
に
落
ち
度
が
あ
っ
た
。

十
分
機
能
を
果
た
せ
な
か
っ
た
こ

と
を
反
省
し
て
い
る
。
今
後
、
各

種
団
体
な
ど
の
予
算
査
定
を
十
分

行
い
な
が
ら
精
査
し
た
い
。

質
問　

町
長
や
課
長
に
職
員
が
も

の
を
言
え
な
い
庁
舎
内
な
の
か
、

職
員
が
執
行
部
の
言
動
や
行
動
に

無
関
心
な
の
か
、
職
員
が
法
律
・

条
例
・
規
約
な
ど
に
勉
強
不
足
な

の
か
を
心
配
す
る
が
、
庁
舎
内
は

活
気
に
満
ち
て
い
る
の
か
。

町
長　

今
気
付
き
の
点
、
職
員
の

無
関
心
さ
、
職
員
ま
た
は
管
理
職

側
の
勉
強
不
足
、
こ
の
３
点
を
十

分
に
深
く
胸
に
刻
み
、
今
後
の
町

政
運
営
に
全
力
投
球
し
た
い
。

質
問　

再
生
協
議
会
は
解
散
し
、

転
作
を
確
認
す
る
事
務
に
専
念
す

る
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
。
そ
し

て
本
町
農
業
の
根
幹
、
重
要
な
課

題
を
協
議
す
る
町
長
の
諮
問
機
関

を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

町
長　

規
模
拡
大
な
ど
意
欲
の
あ

る
20
代
か
ら
40
代
の
若
手
を
中
心

に
組
織
を
立
ち
上
げ
た
い
。
町
長

が
諮
問
す
る
方
向
性
を
明
確
に
示

し
、
協
議
し
た
答
申
を
出
し
て
い

た
だ
く
。

湯前町農業再生協議会　設立のながれ（国指導）
○経営所得安定補償　〇担い手の育成、確保
〇耕作放棄地対策などの農地の有効利用
上球磨地域農業再生協議会、湯前町担い手総合
支援協議会、新農業推進対策本部委員会の３つ
を統合しスタート。

湯前町農業再生協議会で行う９つの目的（規約　第４条）
①経営所得安定対策の推進　②規模拡大交付金の推進　③集落
営農の法人化支援の実施　④経営所得安定対策の対象作物の生
産数量目標の設定　⑤農地の利用集積　⑥耕作放棄地の再生利
用　⑦担い手の育成・確保　⑧収入減少影響緩和対策に係る農
業者の積立金の管理の実施　⑨大豆・麦など生産体制緊急整備
事業の推進
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質
問　

町
長
の
所
信
表
明
の
柱
に

教
育
の
充
実
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

が
、こ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
な
ど
の
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
く
考
え
か
。

町
長　

人
づ
く
り
、
人
材
の
育
成

は
教
育
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
本
町
の
発
展
の
た
め
に
は
重

要
な
政
策
の
一
つ
と
考
え
る
。
こ

れ
ま
で
通
り
続
け
て
い
く
。

教
育
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
ど
う
充
実
さ
せ
て
い
く
か
は

学
校
教
育
の
大
き
な
柱
、
本
町
は

そ
の
体
制
作
り
が
よ
く
な
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
る
。
核
と
な
る
地
域

学
校
協
働
本
部
も
動
き
出
し
た
。

質
問　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
本
町
の

状
況
は
ど
の
位
置
か
。

教
育
長　

学
校
の
目
標
は「
知
・

徳
・
体
」で
あ
り
、
そ
の
バ
ラ
ン

ス
が
大
切
で
あ
る
。
知
の
部
分
だ

け
で
あ
る
の
で
、
全
国
平
均
と
比

較
し
た
形
で
お
伝
え
す
る
。
小
学

校
は
国
語
と
算
数
が
あ
っ
た
が
、

ど
ち
ら
も
全
国
平
均
よ
り
は
る
か

に
高
い
結
果
で
あ
り
、
中
学
校
に

つ
い
て
は
、
全
国
上
位
の
都
道
府

県
並
み
の
結
果
が
出
て
い
た
。
年

に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
。
分
析
は

な
か
な
か
に
難
し
い
。

質
問　

英
語
教
育
の
充
実
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

来
年
度
か
ら
正
式
に
小

金子 光喜 議員

本町児童生徒の学力の現状は問

全国平均よりはるかに
高い結果答

５
・
６
年
生
か
ら
の
英
語
科
の
授

業
が
始
ま
る
が
、
前
倒
し
で
5
年

生
か
ら
始
め
て
い
る
。
小
学
校
に

は
英
語
の
先
生
が
い
な
い
の
で
中

学
校
の
先
生
に
小
学
校
で
の
兼
務

辞
令
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
、中
・

小
の
先
生
が
協
力
し
て
授
業
を
し

て
い
る
。

　
　
　

質
問　

今
後
の
課
題
と
し
て
学
校

施
設
の
老
朽
化
と
、
少
子
化
の
問

題
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
対
応

し
て
い
く
考
え
か
。

町
長　

今
の
と
こ
ろ
補
修
で
校
舎

の
健
全
度
を
保
っ
て
い
く
。
将
来

的
な
部
分
は
、
教
育
長
と
い
ろ
い

ろ
話
を
し
て
い
る
。

教
育
長　

児
童
数
の
減
少
は
問
題

も
あ
る
が
、
学
級
数
は
20
年
後
も

一
学
年
一
ク
ラ
ス
で
今
と
変
わ
ら

な
い
。
ク
ラ
ス
の
人
数
が
減
る
と

き
め
細
か
な
指
導
が
で
き
る
反

面
、
集
団
的
学
習
に
は
不
適
。
運

動
会
な
ど
に
も
支
障
が
あ
る
。

関
連
質
問
　
椎
葉
議
員

小
・
中
学
校
の
校
舎
を
そ
の
ま
ま

運
営
し
て
い
く
の
か
、
木
造
で
の

建
て
替
え
と
か
検
討
さ
れ
て
い
る

の
か
。

質
問　

農
業
後
継
者
の
育
成
や
支

援
の
具
体
的
な
考
え
は
。

町
長　

担
当
課
長
と
も
話
を
詰
め

て
い
る
と
こ
ろ
。
こ
れ
ま
で
の
国

の
政
策
分
と
、
町
単
独
の
支
援
策

に
も
う
一
つ
組
み
合
わ
せ
た
対
応

を
検
討
中
。
奨
学
金
の
免
除
な
ど

調
査
し
て
い
る
。

質
問　

兼
業
で
農
業
を
さ
れ
て
い

る
兼
業
農
家
も
重
要
な
担
い
手
の

一
つ
と
思
う
が
、
支
援
策
は
。

町
長　

現
状
で
は
厳
し
い
と
思
う
。

質
問　

農
地
の
整
備
を
進
め
る
上

録画中継

で
不
在
地
主
や
所
有
権
不
明
農
地

な
ど
は
問
題
が
あ
る
。
対
策
は
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

現
在
農
業
委
員
会
で
把
握
し
て
い

る
不
在
地
主
の
農
地
は
28
人
の

１
．
７
ha
が
有
る
。
農
業
委
員
会

で
も
今
後
は
特
に
力
を
入
れ
る
必

要
が
あ
る
。
相
続
な
ど
は
法
で
届

け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が

十
分
で
は
な
い
。
税
務
と
連
動
し

て
対
策
を
取
っ
て
い
る
。
農
地
中

間
管
理
機
構
を
利
用
し
た
貸
借
の

推
進
や
、
所
有
権
移
転
も
勧
奨
を

進
め
る
。

　
　
　

教
育
長　

併
設
型
の
小
中
一
貫
校

で
の
運
営
は
現
状
で
も
可
能
。
校

舎
一
体
型
の
義
務
教
育
学
校
は
今

後
の
動
向
を
見
な
が
ら
判
断
さ
れ

る
こ
と
。

農
家
の

支
援
策
は

問
担
当
課
と
協
議

を
進
め
て
い
る

答

録画中継

30年以上経過した校舎

高額化していく施設機械
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8月23日╱9月11日

厚生文教常任委員会

次の所管事務を調査しました。
◎スポーツ行事のあり方（継続調査）
◎湯前町の教育行政

中村教育長の所信
湯前町の教育行政

委 員 長 椎葉弘樹

副委員長 高橋一雄

委　　員 金子光喜、森山宏、遠坂道太

スポーツ行事のあり方
委員会からの提言書に対する継続調査
　３月定例会の委員会報告で５つの提言をしまし
たが未回答。早急に検討し、結果を全協などで報
告するよう改めて指摘しました。提言項目は以下
のとおり。
　①目的の明確化と共有
　②意向把握と公表
　③秋開催の体育行事の改善
　④体育施設と体育行事の連動
　⑤より多くの住民が参加できる体育行事

委 員 長 遠坂道太

副委員長 黒木龍次

委　　員 山下力、味岡恭、椎葉弘樹

8月22日╱9月7日╱9月11日

経済建設常任委員会

次の所管事務を調査しました。
◎家畜排泄物処理の現状
◎本町の道路整備の課題

家畜排せつ物処理の指導を徹底
委員会調査（全５回）
今後の対応は次のとおりです。
〇適切な管理ができるように指導監督を徹底する。
〇 組合員の確保および目標頭数の指導を行う。

〇野積み解消に伴う堆肥処理計画書を提出させる。
〇 提出された計画書が履行されているかどうか随

時監督し、定期的に指導を行う。
〇履行がされなかった場合は、勧告、命令を行う。
〇 農業支援対策の補助金は、採択基準の明確化、

目標達成の根拠、免責要件の根拠など、経営拡
大に結びつく内容を検討する。

第７０回球磨畜産共進会（議員派遣）
湯前町は育成牛３頭・飼料作物２点
全体の出品数
〇育成牛６０頭（１部３０頭　２部３０頭）
〇飼料作物２３点（乾燥１４点　サイレージ９点）

①
学
校
教
育

◎ ICT 活用などによる学力の向上
◎ 地域学校協働本部と連携したコミュニ

ティ・スクールの推進（コミュニティ・ス
クール２年目、地域学校協働本部は９月か
ら始動）

◎ 小中連携から小中一貫校への移行（令和３
年度からの開始が目標）

◎小学校英語教育の充実（小学校は指定校に
なる来年度に発表）

②
社
会
教
育

◎ 公民館分館活動の活性化～保健福祉課との
連携～

◎生涯学習（講座）の推進
◎くまもと「親の学び」プログラムを活用し
た家庭教育力の向上

③
社
会
体
育

◎ B ＆ G 海洋センター関連事業の推進
◎ スポーツ推進員を活用した体育的行事の充

実
◎放課後を活用した小学校社会体育の推進

④
文
化
・
文
化
財

◎湯前まんが美術館関連事業の推進
◎文化財・伝統芸能の保護・保存と継承
◎ 湯前町の文化・文化財に関する読物資料の

作成
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委 員 長 森山宏

副委員長 黒木龍次

委　　員 黒木喜巳男、高橋一雄、味岡恭

8月19日╱9月17日

総務常任委員会

次の所管事務を調査しました。
◎公用車の管理状況

公用車の現状を調査
本町の公用車は５２台

▼現在５２台の公用車を保有。そのうち３台は水
道検診車としての二輪車を保有。

▼車両は所管課で通常管理を行い、主に現場管内
活動車として活用しています。管外活動にはリー
ス車３台を活用し、総務課が集中管理を行ってい
ます。

▼事故防止対策として、ドライブレコーダー設置・
安全運転実技講習・乗車前後の安全確認に加え、
長距離運転の制限・運転者への声かけ（体調確認）
を強化しています。また、「防衛運転」「危険予知
運転」に心がけ、無事故の安全達成を目標にして
います。

市町村の畜産関係者が集う共進会の様子

公用車駐車場（手前が長年使用した町長車）

本町の主な成績
〇育成牛１部
名誉賞９席　栗秋和弘氏
優秀賞　　　石井逸生氏

〇育成牛２部
優秀賞　　　栗秋和弘氏

〇飼料作物乾燥の部
名誉賞５席　栗秋和弘氏

〇飼料作物サイレージの部
優秀賞　　　栗秋和弘氏

所管課 車両　※丸数字は台数

総務課２７台

町長車①　議長優先車①
ハイエース①　２ｔトラック①
司令広報車①　シャトル①
マイクロバス②
集中管理リース車③
消防ポンプ車②　
消防積載車⑬
多機能消防ポンプ積載車①

農林振興課３台 リース軽トラ③

企画観光課６台
普通車①　協力隊リース車①
湯楽里④（普通車②　軽トラ①
マイクロバス①）

保健福祉課４台 軽ダンプ①　軽①　競輪号①
社協（移動入浴車）①

教育課４台
普通車①　給食運搬車①
Ｂ＆Ｇ車リース①　
小学校軽トラ①

建設水道課６台 普通車②　軽トラ①　
水道検診二輪車③

税務町民課２台 軽自動車②
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▼
本
町
で
は
６
月
下
旬
か
ら
７
月

初
旬
に
か
け
て
記
録
的
な
大
雨
と

な
り
、
復
旧
が
必
要
な
箇
所
は
10

箇
所
に
及
び
ま
し
た
。

▼
林
地
・
林
道
や
農
地
も
被
害
を

受
け
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
大
雨

に
な
っ
た
場
合
、
本
町
の
農
業
や

林
業
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

全　員
協議会
7月12日╱7月24日
8月22日╱9月10日

【
農
林
振
興
課
】

①
牧
良（
山
腹
崩
壊
）　

※
林
地

【
建
設
水
道
課
】

①
浅
巻
谷
川
河
川
災
害
：
馬
場　

※
河
川

②
牧
良（
路
肩
決
壊
）　

※
林
道
宮

の
谷
線

④
潮
山（
山
腹
崩
壊
）　

※
林
地

⑥
潮
山（
法
面
崩
壊
）　

※
農
地

③
猪
鹿
倉
山（
山
腹
崩
壊
）　

※
林

地

⑤
牧
良（
法
面
崩
壊
）　

※
農
地

⑦
下
高
見（
法
面
崩
壊
）　

※
農
業

用
排
水
路

梅雨前線大雨による
災 害 状 況

町内10か所で被害
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ため池の現地視察

精
米
所
の
指
定
管
理

の
公
募

湯
前
町
農
産
物
加
工
施
設

【
農
林
振
興
課
】

　

募
集
の
経
過
説
明
、募
集
内
容
、

業
務
の
範
囲
、
使
用
料
、
指
定
管

理
期
間
お
よ
び
募
集
期
間
、
募
集

方
法
を
協
議
し
ま
し
た
。

主
幹　

募
集
要
項
に
は
、
町
内
の

農
産
物
と
記
載
し
て
い
る
が
、
湯

前
町
の
農
業
の
活
性
化
を
図
る
の

が
本
来
の
設
置
目
的
。
た
だ
し
、

営
業
上
、
湯
前
町
の
農
産
物
で
賄

く
ま
川
鉄
道
車
両　

改
造
事
業

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
導
入

【
企
画
観
光
課
】

▼
自
転
車
を
活
用
し
た
観
光
振
興

を
図
る
た
め
、
く
ま
川
鉄
道
が
保

有
す
る
車
両（
全
５
両
）に
対
し
、

自
転
車
を
積
み
込
め
る
よ
う
必
要

な
改
造
を
行
い
、
10
月
か
ら
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。

▼
以
前
は
田
園
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
と

し
て
、
昼
間
の
１
往
復
を
観
光
列

車
と
し
て
運
行
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
ハ
ピ
ネ
ス
ト
レ
イ
ン
と

し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
は
新
た
な
観

光
列
車
と
し
て
、
通
学
に
支
障
が

な
い
時
間
帯
で
の
運
行
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
収
容
人
数
も
増
え
ま
す
。
通
路

を
広
く
し
、
そ
こ
に
自
転
車
を
置

く
か
た
ち
で
、
10
台
ほ
ど
乗
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
大
３
両
編

成
で
、
30
台
の
乗
車
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

▼
自
転
車
の
積
込
料
は
無
料
。
国

補
助
金
の
関
係
で
無
料
と
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
地

域
を
自
転
車
で
周
遊
、
回
遊
す
る

県
営
第
二
蓑
谷　
　

た
め
池
整
備
事
業

令
和
２
年
度
に
事
業
着
手

【
農
林
振
興
課
】

▼
た
め
池
の
取
水
施
設
お
よ
び
底

樋
管
の
改
修
を
実
施
し
、
取
水
施

設
の
機
能
回
復
と
堤
体
決
壊
な
ど

の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と

も
に
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
を

維
持
す
る
こ
と
で
、
地
域
農
業
の

振
興
と
住
民
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

③
都
川
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
災
害
：
中

猪　

※
河
川

②
都
川
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
災
害
：
浅

鹿
野　

※
河
川

こ
と
で
、
地
域
の
経
済
効
果
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

『
日
本
で
も
っ
と
も
豊
か
な
隠
れ
里
』

サ
イ
ク
リ
ン
グ
Ｈ
Ｐ
よ
り
引
用

い
き
れ
な
い
こ
と
が
最
初
か
ら
分

か
っ
て
い
れ
ば
、
事
業
計
画
書
に

記
載
し
て
も
ら
う
。
も
う
一
つ
の

方
法
は
、
本
来
の
業
務
を
妨
げ
な

い
範
囲
で
、
自
主
事
業
と
し
て
申

請
し
て
も
ら
う
。
こ
れ
ら
の
内
容

を
町
が
審
査
す
る
。

町
長　

町
内
の
農
産
物
加
工
を
主

力
と
し
て
や
っ
て
い
た
だ
く
。
１

～
２
割
程
度
な
ら
町
外
か
ら
の
も

の
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
▼
令
和
元
年
度
に
地
元
合
意
形

成
、
国
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
事
業
採
択

申
請
、
法
手
続
き
を
行
い
、
令
和

２
年
度
に
事
業
着
手
の
予
定
で

す
。
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９
月
５
日

▼
蓑
谷
た
め
池
、
上
・
中
溝
、
小

学
校
な
ど
、
町
内
の
改
修
予
定
地

を
、松
村
参
議
と
視
察
し
ま
し
た
。

▼
下
村
婦
人
会
を
訪
問
し
た
後
、

湯
楽
里
で
国
政
勉
強
会
を
開
催
。

執
行
部
か
ら
は
、
町
長
、
教
育
長
、

課
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

▼
勉
強
会
の
中
で
、
町
議
会
か
ら

事
前
に
伝
え
て
い
た
遠
坂
議
員
、

椎
葉
議
員
、
山
下
議
員
の
質
問
事

項
に
、
松
村
参
議
が
回
答
し
ま
し

た
。

▼
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ（
地
域
経
済
分
析

シ
ス
テ
ム
）を
用
い
た
人
口
の
統

計
や
動
態
な
ど
が
示
さ
れ
、
数
字

で
み
る
情
報
源
の
重
要
性
を
学
び

ま
し
た
。

松
村
参
議
と
国
政
勉
強
会

情
報
源
の
重
要
性
を
学
ぶ湯楽里で国政勉強会

熊
本
県
町
村
議
会
議
員

研
修
会

10
月
１
日

講
師
：
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授

元
総
務
大
臣
・
鳥
取
県
知
事

　
　
　
　

片
山　

善
博　

氏

演
題
：「 

こ
れ
か
ら
の
議
会
の
あ

り
方
・
議
員
へ
の
期
待
」

①
統
一
地
方
選
挙
か
ら
見
え
て
く

る
地
方
議
会
の
課
題

▼「
無
投
票
」「
な
り
手
不
足
」「
低

い
投
票
率
」を
ど
う
解
決
す
る
か
。

民
主
主
義
を
支
え
る
要
素
が
選
挙

で
あ
り
、
議
員
の
品
質
管
理
・
評

価
が
有
権
者
の
信
頼
の
元
で
行
わ

れ
ま
す
。

▼
定
数
削
減
・
年
金
導
入
な
ど
一

過
性
の
改
革
で
は
、
先
が
見
え
ま

せ
ん
。
報
酬
ア
ッ
プ
な
ど
持
続
可

能
な
議
会
改
革
が
必
要
で
す
。

②
議
会
の
役
割　
　
　
　
　
　

▼
議
会
は
最
高
決
定
機
関
で
あ
り
、

裁
判
と
似
て
い
ま
す
。
間
違
っ
た

議
決
は
冤
罪
と
同
じ
で
す
。

▼
議
会
と
長
は「
車
の
両
輪
」。是
々

非
々
で
首
長
と
距
離
を
置
く
必
要

が
あ
り
、
首
長
と
ベ
ッ
タ
リ
だ
と

「
一
輪
車
」に
な
り
ま
す
。

▼
真
に「
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
」

と
は
、
住
民
が
参
加
し
や
す
い
こ

と
。
議
会
報
告
会
は
無
意
味
で
、

決
ま
っ
た
こ
と
の
報
告
は
議
会
だ

よ
り
で
対
応
可
能
で
す
。

③
地
域
の
重
大
事
案
と
議
会

▼
首
長
一
人
の
決
定
は
危
険
で
す
。

議
会
の
本
質
は
議
員
自
ら
の
判
断

（
独
立
し
た
考
え
）で
、
大
事
な
こ

と
は
み
ん
な
で
決
め
る
こ
と
。

▼［
地
方
自
治
法
96
条
２
項
］普
通

地
方
公
共
団
体
は
、
議
決
す
べ
き

も
の
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
財
政
の
持
続
可
能
性
と
議
会　

▼
予
算
の
吟
味
・
点
検
・
過
疎
債

な
ど
の
借
入
は
、
交
付
税
措
置
に

惑
わ
さ
れ
ず
慎
重
に
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

▼
税
率
を
変
更
し
、
固
定
資
産
税

な
ど
で
歳
入
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

⑤
教
育
と
議
会

⑥
地
方
創
生
と
議
会　
　
　
　

▼
議
会
は「
総
合
戦
略
」を
点
検
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
的
外
れ

の
地
方
行
革
が
地
域
を
疲
弊
さ
せ

ま
す
。

片山氏の講演（嘉島町）

議　　員 研修内容 成果発表

森山　議員
【研修内容】効果的な予算・決算の審議手法を考える、議会の調査
　権を効果的に活用する ［10月15日～17日］
【会場】東京都

未

遠坂　議員
【研修内容】20年の経験から話す　こんなときどうする？　議会質問
　編［８月９日～10日］
【会場】熊本市

未

味岡　　恭

【研修内容】議会改革がブレークスルー１０の法則、議会が仕掛け
　るシティプロモーションとマーケティング
［７月30日～31日］
【会場】福岡市

済

椎葉　弘樹
【研修内容】自治体行革、経営効率化に向けて［７月18日～19日
【会場】東京都

済

高橋　一雄
【研修内容】SDGsで地域が変わる、人口減少社会における発想の
　転換［６月26日～27日］
【会場】東京都

済

▼
指
定
管
理
は
地
域
経
済
の
た
め

に
な
る
か
の
視
点
が
重
要
で
す
。

⑦
自
治
体
戦
略
２
０
４
０
構
想

　湯前町議会では、議会改革で議員の資質や能力を高めるため、平成29年度から議員
個人を対象にした特別研修を設けています。議会を代表して参加し、研修成果を発表
することが条件です。

議員個人の特別研修
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福寿荘の移譲法人優先候補者が決定
万全の準備が課題

▼７月定例理事会で、選定委員会の選定どおり「医
療法人　八紘会」を移譲法人優先候補者に決定し
ました。

▼今後は、現行サービスの水準を下回らないよう、
八紘会との緊密な調整を行うこと、令和２年４月
１日の移譲日まで万全を期すことになります。

▼民営化の準備や今後の運営は、広域行政組合だ
けでなく、町の支援が欠かせません。

第３回定例会

▼ 議案審議では、一般会計や福寿荘の補正予算、
会計年度任用職員や消費税増税関連の条例改正な
ど、９議案を原案どおり可決しました。

▼平成３０年度の決算認定３件は、決算特別委員
会を設置して審議します。

令和元年度の議員視察研修
廃プラスチックなど環境問題を考える

　９月26日～27日の日程で、議員を含む31人が参
加しました。研修先は、共英製鋼㈱山口営業所（山
口県山陽小野田市）とエコポート九州㈱（熊本市西
区）で、研修の目的は、資源有価物リサイクルと
廃プラスチックリサイクルなどの調査でした。

〈広域行政議員　黒木喜・椎葉〉

庁舎の建設はほぼ完了
10 月 16 日に機能移転

　第１３回の上球磨消防組合消防庁舎建設特別委
員会は１０月９日に開催され、進捗状況の報告や
今後の日程などを協議しました。
◎１０月１６日　庁舎機能移転
◎１１月５日　新庁舎供用開始式
今後の工事予定
〇旧庁舎解体工事
〇主、副訓練棟改築工事
〇外構整備工事
　全ての工事が完了するのは来年８月頃の予定です。

〈上球磨消防議員　金子〉

供用開始間近の消防署新庁舎

エコポート九州を視察する広域行政議員

人吉球磨広域行政組合議会 上球磨消防組合議会

公立多良木病院企業団議会

第３回定例会

▼議案３件を全会一致で原案どおり可決しました。

▼認定第１号「平成３０年度球磨郡公立多良木病院
企業団病院事業、介護老人保健施設事業及び総合健
診センター事業会計（収支・支出）利益の処分及び決
算の認定」は、３事業合計で２億８１０万６２７１
円の純損失となりましたが、賛成多数で承認しまし
た。それ以外の４つは、全会一致で認定しました。

▼一般質問は、多良木町議会の久保田議員が行い
ました。質問内容は、「当院の経営問題」「労務管理上
の諸問題」でした。

〈公立病院議員　味岡・遠坂〉
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○まず感想をお聞かせください
　熊本市から湯前町に嫁いできて、夫と子供４人、そして
夫の両親の８人で暮らしています。豊かな自然環境の中で
伸び伸びと育ってほしいという思いから、子どもたちにはゲー
ムなどは持たせていません。
湯前町の子育て環境は、私たち夫婦の子育て方針にぴったり合っています。

○お困りのことはありますか
　困っていることはありませんが、勤めている職場がある自治体では、給食費や修学旅行
費用の補助があると聞いて、少しうらやましく感じています。
　また、私たちは両親と同居しているので問題ありませんが、湯前町には若い世代の方が
入れるような住宅が少ないと耳にします。

○誰でも立候補できる権利を持っています
　現議員の任期は令和２年１１月２５日、次の選挙は約１年後に迫っています。立候補の条
件は、①日本国民で満２５歳以上となっています。②本町議会議員の選挙権を持っている。
以上の２点のみです。

○「誰がなっても一緒」ではありません
　「議員は誰がなっても一緒」という言葉をよく耳にします。発言の真意は測りかねま
すが、行政の住民サービスを最終的に決定する権限は議会しかありません。誰が議員
になるかで皆さんの暮らしが大きく変わるのです。

〇多様性のある議会が必要です
　地域社会は、若者、高齢者、女性、男性、その他様々な人々で構成されています。議員不在
となっている世代や女性の意見を反映させるためにも、そのような議員の誕生を、現職の議
員さんも求めておられます。

湯前町議会のホームページもご覧ください。湯前町議会

「住民の声」にご協力いただける方は、議会事務局までお電話下さい。☎0966-43-4111

テーマを設定し、年４回にわたり住民の皆様から意見をいただきます。

湯前町での子育てテーマ

町議会議員選挙テーマ
（番外編）

◆議会だより調査特別委員会
　私たちが編集しました。　委 員 長　椎葉　弘樹
　　　　　　　　　　　　　副委員長　金子　光喜
　　　　　　　　　　　　　委　　員　森山　宏
　　　　　　　　　　　　　委　　員　遠坂　道太

▼台風19号災害で被災された方々へのお見舞いを申し
上げます。また復興に尽力されている方々の安全に留
意しての活躍を祈念します。

▼令和最初の稲の収穫も終わり、次作物の準備が始ま
りました。

▼９月議会での前年度決算審議を終え、厳しい財政状
況がわかります。事業の改善・淘汰を促し、活力ある
予算へ向かえるよう是々非々で活動していきます。

（森山）

議会事務局職員
勘米良主事・西村局長

　

瀬戸口区
深水　悠里 さん
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